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ブドウの側芽の壊死に関する研究（第2報）

‘巨峰ヲにおける開花前のSADH新梢散布の時期が

　　　　　　側芽の壊死に及ぼす影響

内藤　隆次＊・山村 宏＊・菅原　道教＊＊

　　　　　Stud1es　on　the　Necros1s　m　Grapevme　Bud－s（II）

Effects　of　the　T1me　of　Preb1oo㎜SADH　ApP11cat1on　by　Fo11ar　Spray

　　　　on　the　Occurrence　of　Bud　Necros1s　m‘KyohoヲVme

　　Ryu］1NAIT0，H1rosh1YAMAMURA　and　M1chmon　SUGAHARA

　Effects　of　the　fo11ar　apP11cat1on　of　SADH（su㏄1n1c　ac1d－2，2－d1methy1hyd．raz1de）at　the

concentrat1on　of5，000pPn1122days　or13days　before　fu11b1oo－n　（ca11ed　hereafter　ear1y

app11cat1on　and1ate　app11cat1on，respect1ve1y）on　the　grow［h　of　shoots，the　o㏄urrence　of

bud　necros1s　and．the　set　of　seeded．and　seed．1ess　berr1es　were　stud．1ed－m　a‘Kyoho’∀me

grown　m　the　orchard．of　Sh1＝mane　Un1vers1ty

　A1though　both　SADH　treat㎜ents　d．epressed－the　shoot　e1ongat1on　the　ear1y　app11cat1on

was1＝n－ore　d－epress1ve　for1t　unt11fuu　b1oom．and．the1ate　one　was　so　after　fuu　b1oom　In

add1t1on，　the1ate　app11cat1on　had　more　depress1Ye　effects　than　the　ear1y　one　for　the

gro材h1n1nternode　unt11the20th　nod．e　and　a1s01n　shoot　th1ckness　at　the6th　and11th
1nternod－es．

　Each1atera1bud．on　a　shoot　cons1sted．of　a　centra1bud　and，usua11y　two　ad－d1t1ona1

ax111ary　bud．s　m　the　cu1t1var，and　both　the　SADH　treat㎜ents　re血arkab1y　mh1b1ted　the

occurrence　of　necros1s　m　the　centra1bud－s　unt11the25th　node　Howeマer，the　early
apP11cat1on　tended　to　be　more　effect1ve　for　the　bud－s1ocated－und－er　the8th　noae　and．the

1ate　one　for　those　a‘bove　the13th　nod．e　As　for　the　o㏄urrence　of　necros1s　m　the　ax111ary

bud－s，the　ear1y　app11cat1on　was血ore　mh1も1t1ye　than　the1ate　one

　Due　to　the　ear1y　apP11catlon，the　nu1mber　of　seeded－berr1es　per　c1uster1ncreased．to血ore

than3t1mes　and　the　nuInber　of　seed1ees　berr1es　reduced　to　about2／3　as　co皿」Pared　to

those　of　the　untreated　contro1．　The1ate　app11cat1on　was1ess　ef王ect1マe　than　the　ear1y

one　for　the　set　of　e1ther　seeded．or　seed1ess　berr1es

　　　　　　　　　緒　　　　言

　　　　　　　1）
　著者らは，前報において，‘巨峰’の強勢な新梢で発

生しやすい側芽の壊死に対し，生長抑制剤SADH

（succm1c　ac1d・2，2－dmethy1hydraz1de商品名Bナ

イノ）5，O00pPm溶液の満開則14日あるいは満開後10
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7

目の葉面散布，とくに満開前散布が顕著な抑制的影響を

示すことを明らかにした．一方，‘巨峰’は花振いしやす

く，その特徴である大粒になる可能性の高い有核果を確
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，3）
保することが難しいが，SADHの開花則の葉面散布ま
　　　　　4，5）
たは花穂浸漬はこの有核果の着果促進に極めて有効であ

ることが認められ，すでに広く栽培に利用されている。

さらに最も有効な処理時期は葉面散布，花穂浸漬のいず

れの方法でも満開前25～20目付近，展葉枚数で6～7枚
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ころで，これより処理が開花期に近ずくにつれ効果が減
　　　　　　　　　　　　2・5）’　　　　　　　　　　　　　　　　　’材料および方法
少することが報告されている：

　SADH処理の側芽の壊死発生防止効果が，着果促進　　　島根大学農学部果樹園栽植の樹勢中庸の‘巨峰’成木1

の場合のように，開花前の処理時期により相違があるか　　樹を供試した。満開則22目（1984年5月17目）に結果母

どうかを明らかにすることは，この技術を栽培に利用す　　枝の先端部より出た強い新梢（平均長27cm）を45本選

る上で極めて有，忌義と思われる．そこで本実験では，満　　び，無作為に15本ずつに分け，SADH満開則22日（5

開前22日および13日にSADH5，000pPmの葉面散布　　　月17日）処理区，SADH満開則13日（5月26日）処理

を行い，新梢の生育，側芽の壊死発生および着果などに　　区および対照区とした．供試薬剤は日本曹達KK製B

及ぽす影響を調べた．　　　　　　　　　　　　　　　　ナイン水溶剤80を用い，濃度はSADH成分で5，000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y　　　　ppmとし，湿展剤としてアトロックスB　I（ポリオキ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a　　　　　　　シエチレンヘキシタン脂肪酸50％含有）を成分でO．1％

　200　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加用した．処理はハンドスブレーヤーで行った。開花ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でに摘房を行い，1新梢2房とし，さらに常法により約
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ab
　　　　　　　　　　　　。レノ10　16篤二瓢』について帆a．新梢長：、月17

1・・　　！、〔　　1よ1・月・1まで・回測定した…満開1：花融

1　燃、引…　　　簑ζ簑こアニ驚章㌫理らlO；鴛
　　　　　　　bb　　　　　　　　　　　　　　　　　第6節間および第11節間の中央で枝の長径及び短径を測

　　　　　　a　　・・　1・　㈹。。。ト。。。、。、。．。．。1　定し・その積を相対的な枝の太さとした・e・側芽の壊

　　　　　SAOH．　　　　△＿△SAOH－13days　B．F．B．　　　死：前項の調査に用いた1隼枝の基部より20節までの側
　　　小13days　B・F・B・口→コCOntro1　　　　　　　　芽について，壊死の有無を調べた．ハンドセクシヨンで

　　　SADH－
　　　22days　B．F．8．　　　　　　　　　　　　　　　　側芽を縦断し。実体顕微鏡下で主芽及び副芽の生死を観

　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　察し，判定した．
　　　5／1726316／8　22　7／6　－8／3　20

　　　　　　　　DateOfmeasuザe爬nt　　　結果
Fig．1．Effects　of　the　time　of　preb1oom　SADH
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SADHの散布時期が新梢の伸長生長に及ぼす影響を
　app11cat1on　at　the　concentrat1on　of5，OOO　ppm
　by　fo11ar　spray　on　shoot　e1ongat1on1n・Kyoho　　示したのが第1図である．満開前22貝散布区の新梢は，

　’∀me　z　B　F．B＝before　fu11b1oom　　　　　　　処理後10日の5月27日より7月6日まで対照区に比べ有
　y　D1ffe「ent1ette「s　w1th1n　measu「ement　dates　　意に伸長が抑制され，その後も対照区より劣る傾向があ

　represent　s1gn1f1cant　dlfferences　accord1ng　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った．満開前13日散布区は，処理後12日の6月8日以後
　LDS　（p＜O．05）．

　　Tab1e1．Effects　of　the　tlme　of　preb1oom　SADH　app11cat1on　at　the　concentratlon　of5，000ppm

　　　　　by　fo11ar　spray　on　mtemode1ength　and　shoot　th1ckness　m‘Kyoho’vme　z

Treatment
Mean1nternode1ength

Cm
Shoot　th1cknessy
　　　　　　　　　mm2

1st＿10th 11th＿20th 6th　internode　　　11th　internode

SADH－22days　B　F　B　x

SADH－13days　B　F　B

　　　Contro1

5．9bw

5．8b
6．4a

6．7b
5．4c
9．6a

86．O　a　　　　　　　　　　　　70．5　a

67．5b　　　　　　36．7b
82．O　a　　　　　　　　　　　　73．8　a

z　The　measure㎜ents　were　done　m　October1984
y　Rough　area　of　cross　sect1on（maJor　ax1s×mmor　axls）

x　B　F　B＝before　fu11b1oom
w　D1fferent1etters　wlthm　co1umns　represent　s1gmflcant　d1fferences　accordmg　to　LSD（PくO05）
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F1g2　Effects　of　the　t1me　of　preb1oom　SADH　app1lcat1on　at　the　concentrat1on　of5，OOO　ppm
　　　by　fo11ar　spray　on　the　occurrence　of　bud　necros1s　m‘Kyoho’v1ne

　　　z　B．F．B．＝before　fu11b1oo＝m．

　　　y　Latera1buds（wmter　buds）on　the　grape　vme　cane　were　compos1te　buds，each　of　wh1ch
　　　　was　compr1sed－of　usua11y　two　ax111ary　buds　m　add1t1on　to　a　centra1bud
　　　x　D1fferent1etters　w1thm　bud1ocatエon　represent　sエgn1f1cant　d1fferences　accord1ng　to　LSD
　　　　（Pく：O．05）．

　　wSurveyedinOctober，1984．

対照区との問に有意差が認められ，とくに7月6日以後

は生長がほぼ停止し，満開前22日散布区より抑制程度が

大きかった．なお，満開日はいずれの区も6月8日で、

処理の影響は認められなかった．

　SADHの散布時期が新梢の節間伸長や肥大に及ぼす

影響を10月に調べ第1表に示した。10節までの平均節間

長では，両散布区ともに対照区より同程度に有意に劣っ

たが，11～20節では満開則13日散布区が対照区は勿論22

日散布区と比べても有意に劣ることが認められた。第6

および11節間で調べた新梢の肥大生長に対しては，満開

前13目散布のみ有意な抑制的影響を与えていた。

　SADHの散布時期が，基部より20節までの側芽の壊

死発生に及ぽす影響を示したのが第2図である．まず主

芽について見ると，対照区では，5～12節の芽の80％以

上で壊死が認められ，それより上位になるにつれ発生率

は低下する傾向を示した．SADHの散布は主芽の壊死

発生を5節以上の芽で顕著に抑制したが，満開前22目散

布は8節以下の芽で，満開則13日散布は13節以上の芽

で，より効果的に作用する傾向があった．副芽について

は，主芽の場合より壊死発生率が低く，最高の対照区

9～12節でも約50％であった。また節位による発生率の

変動も主芽の場合より少なかった。

、
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F1g3　Effects　of　the　tlme　of　preb1oom　SADH
　app11cat1on　at　the　concentrat1on5，000ppm　by
　fo11ar　spray　on　berry　set　m‘Kyoho’vme

　z　B．F．B．＝before　fu11b1oo＝m．

　y　Suryeyed．25days　after　fu11b1oom（Ju1y3．
　　1984）．
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　SADHの満開則22日散布により平均で約20％発生率

が低下したが、有意差が認められたのは5～8節，13～

16節のみであった．満開則13日散布区では，全体に発生

率は低下する傾向を示したが，有意差は認められなかっ

た．

　SADHの散布時期が着果に及ぼす影響を調べたのが

第3図である．満開削22日散布により対照区に比べ有核

果の房当り着果数が3倍以上になり・逆に無核果数はラる

に減少し，いずれも有意差が認められた．満開前13日散

布の効果はこれより有意に劣り，有核果数は対照区の約

2倍にとどまり，無核果数では対照区とほぼ同数であっ

た．

考　　　　察

　実験結果によれば，SADHの満開則22日および13日

散布ともに，側芽内の主芽の壊死発生を顕著に抑制した

が，結果母枝として使われる頻度の高い8節以下の芽に

対しては，前者のほうがより効果的に作用する傾向があ

った．また前者は後者に比べ，副芽の壊死発生をより有

効に防止した．緒言で述べたように，‘巨峰’の有核果の

着果促進，無核果の着果減少には，満開則22日ころの

SADH処理が最も有効で，それより処理時期が開花期

に近ずくにつれ効果が劣ることがすでに報告されてい
　2，5）

る．この、卓については，本実験の結果も全く同様であ

り，満開前22日散布は13日散布より有核果の増加，無核

果の減少のいずれにおいても効果がすぐれた．従って、

有核果の着果促進，側芽の壊死発生防止のいずれを目的

とした場合でも，最も効果的なSADHの葉面散布の時

期は満開前22日Cろと考えられる．
　　　1）
　前報で示したように，ブドウの側芽の壊死は芽の内生

GAの高レベルに起因すると推測され，GAときっ抗作
　　　　　　　　6，7，8）
用を持つと言われるSADHが壊死発生の防止に有効な

ことも，この推論の1つの根拠となっている．側芽の
　　　　　　　　　　　　　9）
壊死の発生時期は，LAvEEらによると‘Queen　of

yineyard’種では満開3週間以後と考えられているが，

SADHの満開則22日散布が13日散布より側芽における

壊死の抑制に有効なことから，壊死が顕在化するかなり

以前から芽の組織内で内生GAな’どに変化が起きてい

ることが想像される．満開則22日散布のほうが，13日散

布より開花則の新梢生長の抑制程度が大きかったが，こ

の事も両者の壊死に対する防止効果の違いと関係してい

るかもしれない．これらの点に関しては，‘巨峰’の側芽

における壊死の正確な発生時期や芽の内生GAの経時

的変化などを検討中であり，その結果を待ってさらに考

察したい．

　　　　　　　　　摘　　　　要

　‘巨峰ブドウ’に対し。．満開前22日あるいは13日に

SADH5，000pPmの葉面散布を行い，新梢の生育，側

芽内の主芽及び副芽の壊死および着果などに及ぼす影響

を調べた．

　新梢の伸長生長に及ぼすSADHの影響は散布時期で

異なり，満開前22日散布は満開期まで，13日散布は満開

期以後に，より抑制的に作用した．20節までの新梢の節

間伸長，第6および11節間で調べた新梢の肥大生長のい

ずれにおいても，満開前13日散布のほうが抑制的影饗が

大きかった。

　SADHの両時期の散布は，共に側芽内の主芽の壊死

発生を顕著に抑制したが，満開則22日散布は8節以下の

芽で，満開則13日散布は13節以上の芽で，より効果的に

作用する傾向があった．副芽における壊死発生に対して

は，満開則22日散布のほうが明らかに抑制程度が大きか

った。

　房当りの有核果の着果数は，満開目u22日散布により無

処理の3倍以上になり，逆に無核果数は％に減少した．

満開削13日散布の効果は，これより劣った．
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